
シ
ン
、
オ
ヒ
ョ
ウ
、
タ
ラ
な
ど
の

魚
類
や
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
花
咲
ガ

ニ
、
タ
ラ
バ
ガ
ニ
、
ホ
ッ
カ
イ
エ

ビ
な
ど
の
甲
殻
類
、
ホ
タ
テ
貝
、

ホ
ッ
キ
貝
な
ど
の
貝
類
も
捕
れ
ま

し
た
。

　

一
九
四
〇
年
頃
の
北
海
道
全
体

の
水
揚
高
の
う
ち
、
北
方
領
土
は

二
十
三
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

終
戦
の
年
、
昭
和
二
十
年
の
十

二
月
一
日
、
当
時
の
根
室
町
長
安

藤
石
典
が
連
合
国
最
高
司
令
官
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
に
対
し
「
歯
舞

群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択

捉
島
は
、
古
く
か
ら
日
本
の
領
土

で
あ
り
、
地
理
的
に
も
歴
史
的
に

も
北
海
道
に
附
属
す
る
こ
れ
ら
の

小
諸
島
を
米
軍
の
保
障
占
領
下
に

置
か
れ
、
住
民
が
安
心
し
て
生
業

に
つ
く
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
内
容
の
陳

情
書
を
渡
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
方
領
土
返
還
要
求
の
署
名
活

動
は
、
国
民
の
意
思
を
伝
え
る
手

段
と
し
て
全
国
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
に
は
、
九
十

五
万
四
百
二
十
三
名
の
署
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

総
署
名
数
は
平
成
二
十
四
年
三

月
末
現
在
で
、
八
千
三
百
九
十
一

万
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
集
め
ら
れ
た
署
名
は
、
国
会

へ
の
請
願
の
際
に
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

毎
年
、
八
月
と
二
月
は
「
北
方

領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間
」

で
、
そ
の
月
に
は
全
国
で
集
会
や

講
演
会
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
派

遣
、
パ
ネ
ル
展
な
ど
、
色
々
な
行

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
方
領
土
の
日
と
は
、
全
国
的

　

北
方
領
土
と
は
、
択
捉
島
、
国

後
島
、
色
丹
島
、
歯
舞
群
島
か
ら

な
る
日
本
固
有
の
領
土
で
す
。

　

一
九
四
五
年
八
月
、
当
時
有
効

で
あ
っ
た
日
ソ
中
立
条
約
を
無
視

し
て
、
ソ
連
軍
が
北
方
領
土
に
侵

攻
し
、
不
法
に
占
拠
し
ま
し
た
。

そ
の
後
六
十
七
年
間
、
ロ
シ
ア
に

不
法
占
拠
さ
れ
て
い
る
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
に

は
、
合
計
一
万
七
千
二
百
九
十
一

人
も
の
日
本
人
が
住
ん
で
い
ま
し

た
。
で
す
が
、
現
在
元
島
民
の

方
々
は
、
七
千
七
百
五
十
人(

二
〇

一
一
年
三
月
三
十
一
日
現
在)

に
減

少
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
一
万

六
千
三
百
五
十
四
人(
二
〇
一
〇
年

一
月
一
日
現
在)

の
ロ
シ
ア
人
が
生

活
し
て
い
ま
す
。

　

北
方
領
土
は
と
て
も
自
然
が
豊

か
で
す
。
エ
ト
ピ
リ
カ
や
オ
ジ
ロ

ワ
シ
、
チ
シ
マ
ウ
ガ
ラ
ス
、
ク
マ

ゲ
ラ
、
エ
ゾ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
、
キ
タ

キ
ツ
ネ
、
ヒ
グ
マ
、
ク
ロ
テ
ン
、

ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
、
オ
ッ
ト
セ

イ
、
ト
ド
、
ク
ラ
カ
ケ
ア
ザ
ラ
シ

な
ど
た
く
さ
ん
の
動
物
が
い
ま

す
。

　

北
方
領
土
周
辺
は
親
潮
の
影
響

で
、
豊
富
な
水
産
資
源
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
時
の
歯
舞
群
島
で
は
、
コ
ン

ブ
漁
が
盛
ん
で
、
そ
の
他
に
も
ニ

な
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
を
も
っ
と

活
発
な
も
の
に
す
る
た
め
、
日
魯
通
好

条
約
が
締
結
さ
れ
た
日
に
ち
な
み
、
二

月
七
日
に
制
定
さ
れ
た
記
念
日
で
す
。

　

領
土
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
国

民
一
人
一
人
が
も
っ
と
北
方
領
土
問
題

に
関
心
を
持
ち
、
返
還
要
求
運
動
を
盛

り
上
げ
、
国
の
外
交
交
渉
を
後
押
し
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

の
結
果
か
ら
、
若
い
世
代
の
領
土
問
題

に
対
す
る
関
心
が
低
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
で
す
の
で
、
私
た
ち
若
い
世

代
が
領
土
問
題
に
つ
い
て
、
も
っ
と
知

り
、
意
識
を
高
め
、
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
北
方
領
土
問
題

に
関
心
を
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
新
聞
を
作
る
事
に
な
っ
た
時

は
、
北
方
領
土
問
題
は
自
分
た
ち
に
は

関
係
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
元
島
民
の
佐
藤
さ
ん
の
お
話

を
聞
き
、
こ
の
新
聞
を
製
作
し
て
い
く

う
ち
に
少
し
で
も
北
方
領
土
問
題
解
決

の
力
に
な
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
新
聞
を
読
ん
で
、
皆

さ
ん
が
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
少
し

で
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

【
臼
井
聡
汰
・
大
久
保
郁
弥
・
長
縄　

拓
郎
・
中
野
朔
弥
・
日
原
祐
希
】

　

私
た
ち
は
北
方
領
土
問
題
へ
の

国
民
の
意
識
が
大
人
と
子
供
で
ど

の
く
ら
い
差
が
あ
る
の
か
調
べ
る

た
め
に
、
私
た
ち
中
標
津
中
学
校

の
三
年
生
と
先
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
採
っ
て
み
ま
し
た
。

　

「
北
方
領
土
を
返
し
て
ほ
し
い

で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し

て
、
中
学
三
年
生
の
中
で
は
返
還

要
求
に
賛
同
す
る
人
が
六
割
を
占

め
て
い
ま
し
た
。
一
方
先
生
の
中

で
は
、
生
徒
を
上
回
る
六
十
八
％

の
賛
同
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
や
は

り
大
人
で
も
子
供
で
も
北
方
領
土

を
返
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
は
多

い
よ
う
で
す
。

　

続
い
て
、
「
北
方
領
土
で
の
ロ

シ
ア
人
と
の
共
存
を
望
み
ま
す

か
？
」
と
い
う
質
問
で
は
、
子
供

の
意
見
は
、
賛
同
す
る
が
三
十
二

％
と
少
な
い
中
、
大
人
は
半
分
の

人
が
賛
同
と
い
う
、
子
供
の
意
見

と
は
、
大
き
な
差
が
出
て
き
ま
し

た
。

　

最
後
は
、
北
方
四
島
の
島
の
名

前
を
す
べ
て
言
え
る
か
調
べ
て
み

ま
し
た
。

　

子
供
は
、
四
島
全
て
言
え
た
人

は
六
十
四
％
と
、
思
っ
て
い
た
よ

り
少
な
く
、
色
丹
島
や
択
捉
島
に

か
な
り
苦
戦
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
一
方
、
大
人
は
さ
す
が
と
い

う
ほ
ど
の
正
答
率
。
全
員
が
四
島

全
て
書
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

や
は
り
子
供
は
北
方
領
土
問
題
か

ら
離
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
も
な
い
、

ま
さ
に
自
然
そ
の
も
の
が
命
を
守

っ
て
い
ま
し
た
。
自
然
に
囲
ま
れ

た
の
ん
び
り
と
し
た
の
ど
か
な
場

所
で
し
た
。
そ
の
時
に
比
べ
て
、

今
の
北
方
領
土
は
全
体
的
に
近
代

化
し
て
い
ま
す
。
建
物
は
当
時
よ

り
カ
ラ
フ
ル
に
な
り
、
夜
は
街
灯

が
灯
り
、
道
路
も
舗
装
さ
れ
埠
頭

も
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

日
本
政
府
は
、
足
元
を
固
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
国
民

は
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
認

識
が
低
く
、
返
還
要
求
運
動
が
盛

り
上
が
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
国

民
は
も
っ
と
北
方
領
土
問
題
へ
の

意
識
を
高
め
る
べ
き
で
す
。
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